





























































Childcare  by  instructive  words  and  childcare  by  physical  conformity  were  comparatively  studied.  When  sharing  the
line  of  sight  with  children  and  physically  conforming  to  them,  childcare  workers  form  intimate  relationship  with  them.
The  intimacy  spreads  among  children,  then  between  children  and  the  day-care  center.  Finally,  children  come  to  accept
each  other.  Therefore,  physical  conformity  plays  a  more  important  role  in  the  norm  awareness  germination  process





































































































































































































































































































































































































⑧ ⑬ ⑭ ⑳    の計12場面）、一学期には優
等生的に保育者Ｂの指示を聞いていた子どもたち
が、泣いて自分の感情を訴えたり（網かけ②⑰ ）、
褒めてほしいという思いから自分の行動の良い点を
強く主張し（網かけ⑪⑱⑲）、活動を滞らせる場面
が増えている。このような事態に対して、保育者Ｂ
は、褒める、叱る、子ども自身に意見を聞く、とい
った方法によって解決を試みようとしているが（ゴ
シック太字部分計21場面）、保育者のクラス全体へ
の問いかけの度に一人の子どものみが応答する場面
（⑦⑨）や、保育者自身も子どもの反応に合わせ
られずに活動を中断する場面（⑩⑫⑮）が見られ、
応答関係が薄い状態にある。保育者Ｂは、最後には
強い口調で「話を聞く子だけよってきて、聞かない
子はお昼にしない」と声掛けをし（）、話を聞こ
うとしない子に危機感をもたせようとしているが、
そのように言われた子どもたち（K, Re, Ksのほか、
Ay, , Omm）は気にせずに遊びを続け、話を聞かな
い子が固定化しつつある。このように、子どもたち
が落ち着く時間が減少しているため、表５「10月14
日の記録（保育者Ｂ）」に見られたような、子ども
たちが着席して落ち着いた後の保育者と子どもの、
子ども同士の応答関係も消えてしまっている。
保育者Ｂは、前節でみたように一学期には帰りの
身支度と集合に時間がかかること、二学期には朝の
活動が始まる前の身支度と集合に時間がかかること
に問題意識をもって解決しようと努力しているが、
その方法については再検討する必要があると思われ
る。今後は、下線A・Ｂの援助のように言葉かけで
はなく子どもと動作を共有する方法によって、特に
K, Re, Ksらとの身体的同調を用いた応答を行う場
面を増やしていく姿勢が必要であり、それによって
保育を立て直していくことが保育者Ｂの課題となる
であろう。
５．結論と今後の課題
身体的同調による保育を行う保育者Ａと、指示的
な言葉による保育を行う保育者Ｂの二つの保育実践
を継続的に観察する仮説生成型の事例研究を行った
結果、保育者と子ども間の視線共有や身体的同調を
重視している保育者Ａのクラスでは、第一に、保育
者と子ども個人の間に親密な関係が築かれ、第二に、
子ども同士、あるいは子どもと園の環境の間にそれ
が広がり、最後には子どもたちが自発的にお互いを
肯定的に受け入れあう様子が見られた。
このことから、少なくとも３歳児の場合には、指
示的な言葉よりも、身体的同調による応答関係の成
立が、子どもの「規範意識の芽生え」、言い換えれ
ば「内的秩序感覚」の形成、に重要な役割を果たし
ていると考えられた。同時に、保育者の役割は、身
体的同調を生じやすくする環境構成を行うことにあ
ると考えられた。
今後の課題としては、遊びの場面で保育者がどの
ような環境構成が行いうるか、また、保育者Ｂの保
育がどのように立ち直っていくその過程について明
らかにしていきたい。
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